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道府県・政令市名【 岩手県 】盛岡市立厨川中学校 

１ 実践テーマ 【 Ⅱ 】  

２ 実施対象者 １～２年 希望者 32名    外部講師 ４名 

担当教諭：野村 将、鈴木俊平、鈴木生弥 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

③ その他 

生徒会企画：「厨中オリジナルジャム」でオリンピアンをもてなそう 

４ 目 標  

（ねらい） 

①オリンピック・パラリンピックの理念とその意義を学ぶ 

②おもてなしの心を持って、盛岡・青山の良さを発信する 

③東北・岩手の今の姿を伝える ～東京五輪は復興五輪～ 

④東北・岩手から、東京オリンピックに参画する 

５ 取組内容 １）冬休みを利用し、上記の学習目標に沿って、各自調べ学習を行った。そ

の中で、本校地元の青山地区まちづくり協議会が販売しているリンゴジ

ャム：『盛岡の初恋』を紹介し、地元の良さを考える視点を与えた。 

  ～テーマ例～ 

・オリンピックについて    

・パラリンピックについて 

・宮澤賢治の「初恋」について   

・石川啄木の「初恋」について 

・カナダのリンゴ「ジェネバ」について  

・盛岡のリンゴ「ふじ」について 

・陸前高田の「復興」について    

・岩手、東北の「復興」について 

 

２）『盛岡の初恋』の開発に関わったスタッフに来校、講義をいただき、そ

の商品開発の狙いや販売戦略について学習した。 

 

３）『盛岡の初恋』をモチーフに、調理指導を仰ぎながら、生徒手作りの「厨

中オリジナルジャム」を制作した。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



４）オリパラ講演会当日、講師の宮下純一さんに、これまでの学習の経緯を

説明しながら、手作りのリンゴジャムをプレゼントした。 

 

６ 主な成果 

 

 事前学習（調べ学習）に取り組むことにより、オリパラムーブメントの意

図や意味について、生徒の興味・関心を引き出すことができた。また、ジャ

ム作りを通して、地元青山の良さや被災地陸前高田市の今を見つめ直すこ

とができた。 

今回の講演会は、本校創立 70 周年記念講演会（在校生・保護者・教職員

約 720 名）にも位置付けて行ったが、その内容は、ねらいにふさわしく、

大満足の記念講演会であった。オリンピアン銅メダリスト宮下さんの生の

体験談は、生徒のこれからの学校生活や人生に夢や目標を与えてくれたと

思う。 

今回の一連の学習によって、2020 東京オリンピックが生徒にとって、

より身近なものになった。 

 

７ 実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

Ⅰ 地元関係者との積極的な交流 

取組２） 

講義① 『盛岡の初恋』誕生の秘話      藤元眞紀子さん 

講義② 『盛岡の初恋』商品開発と販売戦略   藤野里美 さん 

講義③ カナダ・盛岡・陸前高田のリンゴたち  副島淳一 さん 

取組３） 

実習① 厨中オリジナル・リンゴジャム作り   及川有里 さん 

 

Ⅱ 被災地：陸前高田市との交流 

取組３） 

ジャム作りでは、震災復興を捉え直す目的で、昨秋に台風被害にあった

陸前高田市米崎町の「台風落下リンゴ」を一部使用した。 

 リンゴ提供 陸前高田市米崎リンゴ生産組合長  大和田正人 さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 主な課題等 ・学習や取り組みに係る、時間、経費、労力の捻出 

・オリパラムーブメントの学校全体、地域全体への啓蒙 

 

９ 来年度以降の

実施予定 

 本校では、特別支援学級 6 クラスに生徒 29 名が在籍しており、特別支

援教育の充実、研究に力を入れている。 

来年度はオリパラムーブメント実践テーマⅢ「スポーツを通じたインク

ルーシブな社会（共生社会）の構築」をテーマに取り組みを企画し、そのま

とめとして、パラリンピアンによる講演会を実施したいと考えている。 

 

 


